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　虚血性心疾患に対するバイパス手術および心筋硬塞部

の心筋切除術が盛んに行われている折から，この心筋虚

血部の範囲決定は非常に重要になってきている．冠動脈

の狭窄部位は冠動脈撮影により決定でき，また，シンチ

カメラによって心筋虚血部位はある程度判定できるよう

になってきた．しかし，完全にどの範囲が心筋虚血に陥

っているかを判定するまでには至っていない．そこで我

我は，現在まで実験的に心筋表面のPH測定や，心外膜

心電図により，心筋虚血部位を測定し，虚血範囲の決定

と，血液供給状態の判定を行ってきた．今回i311－MAA

を使用して，半導体検出器にて，心筋表面のMapping

を行い心筋虚血部位を測定し，興味ある知見を得たので

報告する．

　10頭の成犬で，左冠状動脈の起始部より約2cmの所で

結紮を行い心筋硬塞を作成した．1311－MAAは，バルー

ンカテーテルより注入したが，この際上行大動脈を一時

遮断した．その後，カテーテル型のp－i－n型半導体検出

器を用いて，心筋表面をMappingするように測定した．

同時に，アイソトープ測定と同部で心外膜心電図および

心筋表面pHを測定した．心筋健常部のカウントを100％

とし，心筋虚血部のカウントをみると，虚血部では5．09

±7．27％（p〈O．　002）と減少率は著明で，心筋表面の健

常部と虚血部との間に有意な差がみられた．また，同部

で測定した心外膜心電図のST上昇と心筋表面pHとの

間に相関々係がみられた．このことより，1311－MAAを

心筋表面でMappingをすると心筋虚血部の範囲が決定

できることがわかった．
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